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ると思われる。続いて，現代では
②モジュール構造とよばれる，節
とそれに付随した構造についての

外部形態の多様性とその構築に関する記述である。これにつ
いては，今日でもほぼそのような理解であり，葉の形成とそ
の付随器官の形成が述べられている。更に，③花器官につい
て述べられるのであるが，そこに特に力点があるように読み
取れる。花器官の構成要素である，萼，花弁，雄蕊，雌蕊に
ついて述べられるが，それぞれには変異が見られ，互いに変
異しうることが述べられている。花弁が八重である背景の説
明とバラの雌蕊が再度成長して，そこに花器官が再度形成さ
れる変異については，貫入として特別に述べられている（図
-3）。また，より顕著な例としてナデシコの花の変異も登場す
る。花の形成は今日，質的変化とみなされているが，量的変
化として捉えられているように読み取れる。ただし，その変
異は花では変異の勾配が特に著しいと読み取れることは，「花
は葉形成からの連続性変化とは質的に異なる」ことを考えた
のであろうと思われる。ここから，「花は葉の変形である」と
いう主張が引き出されたのであろうが，これは極めて卓越し
た洞察であると感じざるを得ない。④さらに，花器官と関連
して蜜腺が論じられ（図 -4），果実形成，種子形成が論じられ
ているが，葉形成の変異として論じられている。

原植物論
上記モジュールから葉などの栄養器官が形成されているこ

とから，原植物論が展開される。ここから出発して，後にト
ロル（W. Troll）などの植物器官学が形成され，学問領域とし
て確立されていった。その中には，葉の形成の多様性や葉の
形態形成における様々な葉形の形成，また環境変化に応じて
葉が変化する異型葉形成などの論議も含まれている。この論
議は一つの学問領域として成立していったが，その体系はト

ロルの本で見ることが出来た。トロルの本の一冊は，友人の
シルデ（C. Schilde）博士よりいただいたので，それが興味あ
る内容であることを知ることができた（Troll 1954）。例えば，
サボテンが双子葉植物であることは発生段階を追跡することで
証明できたことなどであり，相同と相似の差異は理解できる（図
-5）。しかし，証明がつけられない現象は，結局のところ現象
を見ての解釈論ではないかという疑問も生じた。そして，トロ
ルにつながる人々は，日本でも植物器官学が著わされているが

（熊沢 1964），読んで参考にはなるものの決定的論議ではない
という思いが強くなっている。それにつけても，ドイツでの師
メルヒャース教授がトロルらの考えとは相容れることが出来な
いといわれていたと言っていたが，それは師のフリッツ・フォ
ン・ヴェットシュタイン（Fritz von Wettstain）譲りであった
ということと，そのことの意味がいまさらのように思い起こさ
れる。遺伝学を根幹として，ひたすら一般生物学を追及して進
んでいたメルヒャース教授らにとって一時的ではあるにせよ形
態学の権威として振舞うことになったトロルらの姿勢が許せな
かったであろうと想像できる。

ここで本稿を閉じたいと思うが，植物変形論を著わしたゲー
テは，著わした時点でもなお対象について推敲を重ねていたとい
うことであり，論拠を銅版画で現したいと努めていたが果たせな
かった。そして，議論にはなお余地があることを認識しながらも，

「花は葉の変形である」といいきって，それが 200 年して分子レ
ベルでの証明があらわれたことの重みを感ぜざるを得ない。
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図2 子葉と幼芽

図-2　�子葉と幼芽の展開
　トロル（W.�Troll）に
より描かれたモダマの種子
と発芽初期の状態

図3 バラの花の
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図 -3　バラの花の貫入例
　ゲーテにより描かれたバラの変異　
花柱より再度花が形成されている。

図4 蜜腺

図 -4　蜜腺
上��クロタネソウ他の密腺のゲーテによ
るスケッチ

中��クロタネソウ（Nigella�damascene�
L.）左�花全体図，中�密腺の側面図，
右�正面図

下��セイヨウオダマキ（Aquilegia�
vulgaris�L.），中，下は，トロルによる
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図 -5　ゲーテの略図を基にトロルに
より描かれたサボテン図
左　双子葉植物の原植物図
中　サボテン成長初期の模式図
右　地上部が肥大したサボテン
それぞれの図のアルファベットは相
同器官の部位を示す
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■協会だより
■人事異動
2019年12月31日付
　退職	 事務局総務部総務課係長	 	 塚脇　雄一郎

2020年1月1日付
　命	 事務局技術部技術第一課係長	 穂坂　尚美

■研究会等
■日本農薬学会第45回大会
	 期日：	2020年3月8日（日）～10日（火）
	 場所：	松下IMPホール・ホテルニューオータニ大阪（3月8日）
	 	 　大阪府大阪市中央区城見1丁目
	 	 大阪府立大学中百舌鳥キャンパス（3月9・10日）
　　　　　大阪府堺市中区学園町1-1
	 日程：3月	8	日	（日）	総会・授賞式・受賞講演・
	 	 	 	 	 	 特別講演・懇親会・受賞祝賀会
	 	 3月	 9	日	（月）一般講演・ランチョンセミナー
	 	 3月	10	日	（火）シンポジウム・ランチョンセミナー
　詳しくは日本農薬学会ホームページを参照下さい。
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